
契 約 変 更 年 月 日

契 約 業 者 の 住 所

業 務 の 名 称

業 務 場 所

業 務 区 分

履 行 期 間 （ 自 ）

履 行 期 間 （ 至 ）

変更前の契約金額 　２７，５８８，０００円（税込み）

変 更 金 額 　１９，３６０，０００円（税込み）

変更後の契約金額 　４６，９４８，０００円（税込み）

（ 変更１回 ）　契　約　変　更　の　内　容

契 約 業 者 名

業 務 概 要

（変更した内容）

　令和　８年　３月２４日

　日本海洋コンサルタント株式会社　中国事務所

　

　

　

　

　

　広島県広島市東区光町２－１２－１０

　徳山下松港岸壁等予備設計

　中国地方整備局指定の場所

　建設コンサルタント等

　

　

　

　令和　７年　９月　３日

　令和　８年　３月２７日

　

　

　

　

変 更 理 由

　別紙変更理由書のとおり

　

　

　

　



 

 

 

 

変 更 理 由 書 

 

1. 業 務 名  徳山下松港岸壁等予備設計 

2. 履 行 期 間  令和 7 年 9 月 3 日 ～ 令和 8 年 3 月 27 日 

3. 請負代金額  27,588,000 円 

4. 変 更 理 由 

本業務は、徳山下松港徳山地区岸壁（-14m）及び土砂処分場外周護岸の予備設計を行う

ものであるが、今般、以下の理由により変更する必要が生じた。 

 

1) 構造形式の選定のケース数の追加 

徳山下松港徳山地区岸壁（-14m）及び土砂処分場外周護岸において、比較構造形式と

して抽出した各 2 ケースに対して構造形式の比較・検討を実施する必要が生じたため、

構造形式の選定のケース数を追加する。 

 

2) 安定性の照査及び配筋計算の追加 

徳山下松港新南陽地区岸壁（-12m）において、荷役機械の諸元に変更が生じ、本体工

及び上部工の安定性の照査、配筋計算が必要となることが判明したため、本業務に本体

工及び上部工の安定性の照査、配筋計算を追加する。 

 

3) 変動状態の地震応答解析の追加 

徳山下松港徳山地区岸壁（-14m）において、抽出した比較構造形式のうち、矢板式構

造（控え式）の照査用震度が 0.25 程度を超過することが確認されたため、「港湾の施設

の技術上の基準・同解説」に準拠し、本業務に変動状態の地震応答解析を追加する。 

 

4) 配筋計算の版数の追加 

徳山下松港新南陽地区岸壁（-12m）において、本体工の配筋計算にあたっては、底版

を対象に検討することとしていたが、隔壁を対象とした検討も追加で必要となることが

判明したため、配筋計算の版数を追加する。 

 

5) 数量計算及び図面作成の追加 

徳山下松港新南陽地区岸壁（-12m）において、本体工の配筋計算を実施したところ、

過年度の細部設計で設定した配筋量では性能を満足しないことが確認されたため、本業

務に数量計算及び図面作成を追加する。 


